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図 1　兵庫県産スズメガ科（スズメガ亜科・オオシモフリスズメ亜科）成虫　A. エビガラスズメ B.クロメンガタスズメ C. メンガタスズメ D. エゾシモ
フリスズメ E. シモフリスズメ F. コエビガラスズメ G. クロスズメ H. クロテンケンモンスズメ I. サザナミスズメ J. ヒメサザナミスズメ K. オオシ
モフリスズメ L. オオシモフリスズメ（生時の静止姿勢）．
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図 2　兵庫県産スズメガ科（ウチスズメ亜科）成虫　A. アジアホソバスズメ B. モンホソバスズメ C. ホソバスズメ D. フトオビホソバスズメ E. トビイロ
スズメ F. モモスズメ G. ヒメクチバスズメ H. クチバスズメ I. ギンボシスズメ（図は沖縄県産） J. ヒサゴスズメ K. コウチスズメ L. ウチスズメ M. 
ウンモンスズメ N. エゾスズメ．
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図 3　兵庫県産スズメガ科（ホウジャク亜科）成虫　A. オオスカシバ B. クロスキバホウジャク C. スキバホウジャク D. キョウチクトウスズメ E. クルマ
スズメ F. ハネナガブドウスズメ G. ブドウスズメ H. ホシヒメホウジャク I. ホウジャク J. ヒメクロホウジャク K. フリッツェホウジャク（図は沖縄
県産） L. ホシホウジャクM. クロホウジャク N. ベニスズメ O. キイロスズメ P. セスジスズメ Q. コスズメ R. ビロードスズメ S. ミスジビロードスズメ．
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図 4　兵庫県産スズメガ科（ホウジャク亜科以外）幼虫　A. エビガラスズメ (1. 中齢 ; 2. 褐色型 ) B. クロメンガタスズメ (1. 緑色型 ; 2. 黄色型 ; 3. 褐色型 ) 
C. シモフリスズメ D. クロスズメ E. サザナミスズメ F. オオシモフリスズメ (1. 初齢 ; 2. 若齢 ; 3. 中齢 ; 4. 終齢 ; 5. 蛹化直前 ) G. モンホソバスズメ
(1. 終齢 ; 2. 蛹化直前 ) H. トビイロスズメ I. モモスズメ (1. 終齢 ; 2. 蛹化直前 ) J. クチバスズメ K. ウンモンスズメ (1. 斑紋型 ; 2. 無紋型 ) L. エゾス
ズメ (1. 中齢 ; 2. 終齢 )　齢表記のないものはすべて終齢幼虫．

図 5　兵庫県産スズメガ科（ホウジャク亜科）幼虫　A. オオスカシバ (1. 緑色型 ; 2. 黄緑色型 ; 3. 蛹化直前 ) B. クロスキバホウジャク C. ブドウス
ズメ D. キイロスズメ E. ホシヒメホウジャク (1. 褐色型 ; 2. 緑色型 ; 3. 黒褐色型 ; 4. 黄緑型 ) F. ホシホウジャク (1. 中齢 ; 2. 緑色型 ; 3. 黄色型 ; 
4. 黄緑型 ) G. ベニスズメ (1. 中齢 ; 2. 褐色型 ; 3. 緑色型 ) H. ミスジビロードスズメ I. セスジスズメ (1. 中齢 ; 2. 終齢 ) J. コスズメ (1. 中齢 ; 2. 終
齢 )　齢表記のないものはすべて終齢幼虫．
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図 6　兵庫県産スズメガ科蛹　A. エビガラスズメ B. クロメンガタスズメ C. シモフリスズメ D. サザナミスズメ E. オオシモフリスズメ F. モンホソバスズ
メ G. クチバスズメ H. ウンモンスズメ I. オオスカシバ J. クロスキバホウジャク K. ブドウスズメ L. ホシヒメホウジャク M. ホシホウジャク N. ベニ
スズメ O. キイロスズメ P. セスジスズメ Q. コスズメ R. ミスジビロードスズメ．
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図 7　兵庫県で今後見つかる可能性のあるスズメガ　A. リュウキュウオオスカシバ（屋久島産） B. イブキスズメ（長野県産） C. サツマスズメ（愛媛県産） 
D. イッポンセスジスズメ（愛媛県産）．
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1) Kenta TAKADA　島根県出雲市

文化昆虫学は，文化事象に表象する昆虫を調査し，
人々に対する昆虫（あるいは虫）の影響や昆虫に対する
人々の認識について研究する学問分野である．文化昆虫
学が範疇とする文化事象はきわめて多岐にわたるが，そ
の中には言語も含まれる（Hogue, 1987）．よって，昆
虫に関連する方言や俗語に関する問題は，文化昆虫学の
課題として取り扱うことができる（高田，2013）．特に
俗語は，社会の世相を反映している言葉であることが多
く，その調査から人と昆虫との関係性，あるいは人々が
どのように昆虫とその多様性を認識しているのかが見え
てくると思われる．
日本では，便所によく現れる虫のことを「便所虫」

と呼ぶことがある．「便所虫」は，もちろんリンネが築
き上げた西洋科学（分類学）に基づいた名称ではなく，
また本草学の中で示されているような民族固有の分類体
系に基づいた名称でもない．日本人の生活様式の中で漠
然と使われる何らかの虫を指す俗語である．では，人々
は一体どんな種類の虫を指して，便所虫と認識している
のであろうか？虫に対する人々の認識にかかわる素朴な
疑問でありながらも，その実態は明らかではない．
そこで筆者は，「便所虫」の正体を明らかにするため

に，「便所虫」という言葉を Google で画像検索し，ど
んな虫の画像イメージが表示されるのかを調べた．（調
査の様子を図 1に示す）．検索により表示された頻度が
高い虫ほど，「便所虫」を指し示すものとして一般的で

あると判断することが可能であると考えられるので，検
索により表示された上位 40件の虫のイメージを同定し，
分類群ごとに頻度分布にまとめた．なお，対象としたの
は生きものの写真のみであり，イラストや明らかに虫と
は関係のないものについては除外した．
「便所虫」というキーワードで，2020 年 9 月 3 日
21時ごろに Google 画像検索した結果，上位に表示され
た 40件の虫のイメージを同定し，分類群ごとに頻度分
布にまとめたものを図 2に示す．調査の結果，検索さ
れた虫の画像イメージは 14種であったが，検索された
最も頻度が高かったのはカマドウマであり（8件），次
いでワラジムシ（7件），ダンゴムシ（7件），チョウバ
エ（6件），ハエの仲間（種不明：4件）の頻度が高かっ
た．その他10種については，１件しか検索されなかった．
この調査結果からは，人々が「便所虫」として認識する
虫は，概ねカマドウマ，ワラジムシ，ダンゴムシ，チョ
ウバエであることが示唆された．「便所虫」と認定され
た虫は，いずれもジメジメした環境を好む生きもので，
便所を連想させる虫としてふさわしい面々である．加え
て，チョウバエを除くと，人為的環境にいれば大きくて
目立つ種類でもある．
「便所虫」に属する生きものはいずれも家屋害虫であ
るが，ここで他の生活空間に応じた虫の俗語は存在する
のかという疑問が自然と沸き上がる．家屋には，便所だ
けでなく，台所，居間，寝室など，生活用途に応じた空

きべりはむし， 43 (2): 46-47

「便所虫」という言葉は何を指すのか？
- Google 画像検索を活用した文化昆虫学的観点からの研究

高田 兼太 1)

図 1　「便所虫」というキーワードで Google 画像検索を実施している様子．
写真はもっとも上位に表示されたもの．
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図 2　「便所虫」というキーワードで Google 画像検索によりヒットした上
位 40件の虫の種類（分類群）ごとの頻度分布．
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間が含まれる．殊に台所は，残飯など生きものの食料の
宝庫であり，実際にゴキブリやコバエなどが発生しやす
い場所である．その証拠に，ホームセンターなどでの家
屋害虫駆除グッズでも，ゴキブリやコバエ対策用品が多
い．したがって，「台所虫」といった言葉が世に広まっ
ていても不思議ではないはずである．そこで，Google
完全一致検索機能を使って，「便所虫」「台所虫」「居間
虫」「寝室虫」というキーワードを検索し，ヒット件数
を調べてみるとともに，検索数（検索エンジンにより
特定のキーワードが検索された回数）を Ubersuggest
（https://neilpatel.com/jp/ubersuggest/）にて調べてみ
た（2020年 9月17日 4時30分ごろに実施）．その結果，
これらの中でも，「便所虫」をキーワードとした場合の
ヒット件数，検索数が，ともに圧倒して高かった（図 3）．
ここからは，家屋害虫の中でも，「便所虫」という言葉が，
俗語としていかに一般的なのかがうかがえる．おそらく，
虫は住居という空間においては，ある意味で生活空間を
脅かす侵略者であるとともに，不衛生であることを象徴
していると思われる。人々は，台所や居間，寝室は虫と
関連付けたくはないが，どこか不衛生なイメージのある
便所なら構わない，あるいは虫に侵略されても仕方がな
いと思っているのかもしれない．
しかしながら，現在使われている「便所虫」という

言葉は，絶滅の一途をたどっているのかもしれない．現
在の家屋では，外的環境から遮断され，十分に整備され
たトイレが多くなっており，「便所生態系」は急速に失

われつつある．実際に調査をしたわけではないが，人々
が便所で虫を見る機会は，かつてより減少してきている
のではないだろうか？現象が，実際に観察される機会
を失うと，同時にそれらを指し示す言葉は失われていく
ものである．方言などでもそうであるが，身近な存在で
あるからこそ，それを指し示す言葉は生き残る（高田 
2013）．ただし，家屋に限らず言えば，公衆便所などで
はまだ整備が整っておらず，また外界から遮断されてい
ないところも多く，しばらくは「便所虫」という言葉は
失われないと思われる．実際に，筆者は 2020 年 9 月
28 日に，出雲市にある一の谷公園に設置された公衆便
所を見回ったが，便所虫の代表格であるダンゴムシが観
察された．一の谷公園の公衆便所は，整備もきっちりと
されており，また清掃もしっかりとされていて清潔感が
保たれているが，外部環境とつながっており，周辺の自
然環境が比較的豊かなために，ダンゴムシが観察できた
のであろう（ちなみに，以前この公衆便所でノコギリク
ワガタのメスを見かけたことがある）．すでに肌寒い季
節で乾燥していたので，梅雨の季節などはもっと色々な
便所虫が観察できるのかもしれない．しかしながら，よ
く考えると，「便所生態系」が「保全」され，「便所虫」
という言葉が生き残ってほしいと思う反面で，衛生面に
おいて便所が十分に整備されてほしいという欲求もあり，
どこか複雑な心境に陥るものである．
本報告文では，検索エンジンやそれにまつわる統計

量を使って昆虫にまつわる俗語を分析するという新しい
試みを実施した．「便所虫」のように生活の中で漠然と
使われ，実際にどの虫を指すのかが曖昧な言葉の分析や
昆虫の誤認識の分析などには有効な手段だと思われる．
「カブトムシ」や「トノサマバッタ」など，「便所虫」と
はあまりにも無関係な昆虫までもが検索されている現状
を考えると，分析には十分な注意が必要であるかもしれ
ないが，それぞれの虫が検索された頻度を分析し，頻度
が高いもののみを抽出するという方法をとることで，概
観をとらえることができると考えられる．今後も，この
手法により俗語や方言などの分析を実施し，本分析方法
の有効性を確認するとともに，問題点を洗い出しながら
改善を図り，より精度の高い分析方法を確立していきた
いと考えている．

引用文献
Hogue, C. L., 1987. Cultural entomology. Annual Review 
of Entomology 32:181-199.

高田兼太，2014．ハサミムシの不名誉な俗称．きべり
はむし，36（1）：20-22.

図 3　家屋害虫の俗称の候補ごとの Google ヒット件数（a）と検索数（b）．
なお，検索数は「Ubersuggest」を用いて調べた．
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たんぽう

2020 年に 10 件得られたアカギカメムシの発見情報

八木 剛
アカギカメムシは，体長 20mm程度の，キンカメム

シ科の一種である．2020 年 8 月 30 日（日），佐用町
昆虫館に，兵庫県相生市で捕獲された本種の死骸が 1
個体，来館者によって持ち込まれた．Web 上に青森県
深浦町で 8月 20日に本種が発見されたとの報道があり
（Web 東奥），直感的に，2020 年は各地で多くの分散個
体が発見される「当たり年」である可能性が考えられた．
兵庫県において本種は偶産であるが，過去の発見記録は
定かでない．顕著な形態によって同定が容易であり，秋
に向けての話題提供の観点から，9月 3日，ウェブ上に
本種の情報募集の記事を掲載した（佐用町昆虫館オフィ
シャルブログ）．
情報募集は 11 月 25 日をもって終了とした．この

間，ブログ記事の閲覧者から，NPO 法人こどもとむし
の会事務局へのメールでの情報提供が4件あった．また，
関係者の口コミが 3件，兵庫県立人と自然の博物館へ
の電話問い合わせが 2件あった．人と自然の博物館へ
の問い合わせは，直前にネットニュースで本種の福井県
での発見記事を見た，という点で共通していた．発見者
は，小学 3年生の城後颯亮くんが放課後の校庭で発見
した例を除けば，大人（学生含む）または大人と思われ
た．これらの発見情報の一覧を表 1に，提供された写
真を図１に示した．
発見地は，兵庫県内から 8件，和歌山県，愛知県か

らそれぞれ 1件で，すべて 1個体ずつであった．多く
は平地の沿岸部での発見であったが，神戸市灘区六甲山
町の神戸ゴルフ倶楽部の発見地は標高 807mの山中で
あった．発見者の松岡成久氏は，「近くにはアカメガシ
ワが見られず，上昇気流に乗って上がってきたのではな
いか」と推察している．また，三田市での発見場所は，
瀬戸内海から六甲山を越えて20km以上の内陸部である．
関係者が現物個体を確認し撮影した 2件を除く 8件

の情報は，すべて発見者によって撮影された写真を伴っ
ており，情報の真偽が確認でき，発見地の環境情報が得
られることもあった．写真やコメントから察するに，六
甲山町の1件を除けば，住宅地や商業地での人工建造物，
路上での発見で，食樹であるアカメガシワ上での発見や
付近にアカメガシワが生育している例は一つもなかった．
また，10個体中5個体が，前胸背板側角に棘を備えていた．

発見者自身が撮影した 8件のうち 7件の写真は，ス
マートフォン付属のカメラで撮影されたものであった．
ほどほどの大きさと顕著な形態を呈し，動作が緩慢な本
種のような昆虫は，一般の人がついスマホカメラを向け
たくなる対象といえるだろう．多くの人がスマートフォ
ンを常時携帯している現在，スマホ撮影に適した昆虫の
生息情報は，容易かつ正確に収集できる可能性がある．

○参照ウェブサイト
Web 東奥（東奥日報）, 2020 年 8 月 25 日，青森県初

確認？ 深浦町にアカギカメムシ，https://www.
toonippo.co.jp/articles/-/399599（ 参 照 2020 年
11 月 26 日）．

佐用町昆虫館オフィシャルブログ , 2020 年 9 月 3 日，
アカギカメムシ（アカギキンカメムシ）をさがせ！，
https://www.konchukan.net/blog/?p=2341（ 参
照 2020 年 11 月 26 日）．

（Tsuyoshi YAGI　兵庫県立人と自然の博物館）
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図 1　2020 年に提供されたアカギカメムシの写真．番号は，表 1に対応．4は，扉に挟まって潰れていた状態と，それを取り出したところ．2
は八木 剛，7は内田隼人，8は城後伸幸の撮影．その他は発見者撮影．

表 1　2020 年に提供されたアカギカメムシの発見情報．発見者名に記載がない情報は，匿名希望または氏名掲載の可否が不明なもの．

1

6

5 8

9

4 10

2

3

74

県 No. 発見地 発見日 発見者 状態 前胸側棘 発見者のコメント 情報提供日 情報提供経緯
兵庫県 1 赤穂市

大石神社近くのコンビニエン
スストア

9月5日 橋本麻央 生体 あり 捕獲後は綿棒が入っていた透
明な容器に入れて飼育してい
ます。

9月27日 ブログ記事閲覧

2 相生市古池本町1丁目 8月15日
前後

－ 生体 あり 戸建住宅の庭の植え込みで捕
獲後、しばらく生きていた。

8月30日 佐用町昆虫館へ持参
して問合せ

3 淡路市岩屋
淡路サービスエリア

9月3日 矢口芽生 死骸 なし 乾燥して一部破損もみられる
ことから、発見日より前に死
んだものと思われる。

10月9日 ブログ記事閲覧

4 神戸市中央区
三ノ宮駅前の商業施設

9月11日 清水はな 死骸 なし 出入り口の扉に挟まって潰れ
てしまっています…

11月25日 人と自然の博物館へ
電話問合せ

5 神戸市灘区六甲台町7-13 10月26日 船本大智 生体 なし 11月16日 関係者（阪上洸多）
を通して

6 神戸市灘区六甲山町
神戸ゴルフ倶楽部 標高807m

9月4日 松岡成久 生体 あり ゴルフ場内のラフ外周のスス
キ-ネザサ草地で、ススキの
葉上で静止していた。

9月12日 関係者（八木 剛）を
通して

7 神戸市東灘区魚崎中町1丁目
万代魚崎店の駐車場

8月14日 中村伸世 生体 なし 11月15日 関係者（内田隼人）
を通して

8 三田市武庫が丘4丁目
三田市立武庫小学校 校庭

11月12日 城後颯亮 生体 あり 放課後の校庭で発見。翅を開
いた。珍しいと思い、草に乗
せて持ち帰った。

11月25日 人と自然の博物館へ
電話問合せ（父を通
して）

和歌山県 9 紀の川市荒見 11月12日 － 死骸 あり 潰れた個体を見つけました。 11月12日 ブログ記事閲覧
愛知県 10 常滑市りんくう町2丁目

イオンモール常滑
11月15日 － 生体 なし 職場の人が発見しました。 11月15日 ブログ記事閲覧
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神戸市内からのツマベニヒメナガカメムシの記録

吉田浩史
ツマベニヒメナガカメムシは，2018 年に関東地方

で確認された外来種のカメムシの一種である（中谷ら，
2019）．その後，翌 2019 年には関東地方の広範囲に広
がっていたとされる （中谷ら，2019；伴，2019）．
関東地方以外ではネット上でわずかな記録がみられ

るのみであり，少なくとも兵庫県からは初記録と思われ
るため，ここに報告する．
関東地方において急速に分布を拡大したこと，寄主

植物としてアカバナ科のマツヨイグサ類をはじめ 13科
に及ぶ幅広い種が記録されていること（中谷ら，2019）
から，今後兵庫県を含む近畿地方でも各地で確認される
可能性があり，注目が必要と考えられる．

半翅目　マダラナガカメムシ科
ツマベニヒメナガカメムシ　Neortholomus scolopax (Say, 1831)
1 ♀ ( 図 ), 神戸市須磨区一ノ谷町 , 須磨海岸 , 0m, 13. XI. 2020, 吉

田浩史採集 .

長島聖大氏には本種の分布情報を，宮内博至氏，山
添寛治氏には文献情報をご教示頂いた．ここに厚くお礼
申し上げる．

参考・引用文献
伴光哲，2019．ナガカメムシ研究を巡る近年の話題－
分類および生態を中心に．生物の科学 遺伝，73(4): 
361-367.

中谷至伸・友国雅章・野澤雅美・奥田恭介・相馬純，
2019．関東地方で 2018 年に発見された北米原産
のナガカメムシ Neortholomus scolopax. Rostria, (63): 
87-90．

（Hiroshi YOSHIDA　神戸市）

兵庫県のキュウシュウクチブトカメムシの古い記録につ
いて

宇野宏樹
キュウシュウクチブトカメムシは本州・四国・九州・

対馬・トカラ列島（平島）・奄美大島に分布するカメム
シである（石川・高井・安永，2012）．兵庫県における
本種の生息状況については，占部（2010）が神戸市須
磨区での本種の採集例を「これまでに記録がないと思わ
れる兵庫県で採集したので報告する」として報告してい
るが，正確にはこれは兵庫県初記録ではなく，1994 年
出版の「宝塚の昆虫 VII」で宝塚市における本種の記録
が報告されている．筆者は本文献を古書店で購入したが，
現在はほとんど入手不可能であると思われるのでここに
記録を引用しておきたい．なお，県内における本種の記
録は少なく，占部氏の報告が貴重なデータであることに
は変わりはない．

宝塚市香合新田 . 1ex, 10. III. 1990 ; 2exs, 14.IV. 1991. 小田中健

採集 .

宝塚市玉瀬 .1ex, 14. II. 1993. 小田中健採集 .

なお，玉瀬の記録については，原文献には「王瀬」
と表記されているが，おそらくミスタイプであろうこと
から，修正している．末筆ながら，本報告の執筆を勧め
てくださった中峰空博士に厚くお礼申し上げる．

○引用文献
石川忠・高井幹夫・安永智秀，2012．日本原色カメム
シ図鑑第 3巻．全国農村教育協会．

占部智史，2010．兵庫県神戸市でキュウシュウクチブ
トカメムシを採集．きべりはむし，32(2)：41.

宝塚市教育委員会，1994．宝塚の昆虫 VII ハチ・アリ・
ノミ・（補遺）．

（Hiroki UNO　京都大学大学院農学研究科）

図　ツマベニヒメナガカメムシ ( 筆者撮影 )．

姫路市夢前町菅生川のトゲナベブタムシの記録

石田眞載・石田哲載
トゲナベブタムシ（Aphelocheirus nawai）はカメムシ

目ナベブタムシ科の昆虫で環境省レッドリストでは，絶
滅危惧 II 類 (VU)，兵庫県レッドデータブックでは Aラ
ンクとされている．近年，生息地が激減しており，その
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図 1　トゲナベブタムシ（Aphelocheirus nawai）2020 年 6月 21日 .

図 2　生息環境 .

数は全国で 9ヶ所あまりしか知られていない．
本種は 2010 年に兵庫県立飾西高等学校自然科学部

のメンバーにより，夢前川水系の農業用水路での生息が
確認され，平成 28年，環境省の「生物多様性の観点か
ら重要度の高い湿地（重要湿地） 500」の「No.338 夢
前川右岸の水路」として認定された．兵庫県では，武庫
川水系と夢前川水系で計 3箇所の生息地が報告されて
いる．
これらの報告に続くものとして，同じ夢前川水系

の菅生川にて新たに 1個体を確認したので報告する．
2020 年 6月 21 日の午後５時頃，姫路市夢前町菅生澗
の菅生川本流にてトンボ目の幼虫（ヤゴ）の確認のため
網を入れたところ，本種を確認した（図１）．
本種の生息地は，同様に絶滅危惧種であるモートン

イトトンボ，アオサナエなどの希少なトンボ目の生息地
でもあり（図２），近年は農業用水の流入による富栄養
化やネオニコチノイド系農薬の影響も懸念される．

○参考文献
石田直人・吉安 裕，2004．近畿地方におけるナベブタ
ムシ属 2種 ( 半翅目 : ナベブタムシ科 ) の生活環な
らびにそれらの発育と生息環境．昆蟲 ( ニューシ
リーズ )，7(2)：55-68.

中島 淳，林 成多，石田和男，北野 忠，吉富 博之，
2020．日本の水生昆虫．文一総合出版

（Makoto ISHIDA　姫路市立城北小学校 5年）

（Akikoto ISHIDA　NPO法人こどもとむしの会）

神戸市東灘区における 2020 年のクマゼミの初鳴および
終鳴の記録

吉田浩史
2020 年はコロナ禍の影響により，個人的に遠出をし

て昆虫調査を行うことが困難な状況であった．このため
筆者は，仕事場への通勤や子供の送迎等の際に目撃した
昆虫類を記録することにした．ただしセミ類については，
過年度より記録を行っていたが，2020 年夏に特筆すべ
きと思われる記録があったため，ここに報告する．
場所は神戸市南東部の東灘区魚崎南町で，神戸市南

東部の海に近い埋立地である．筆者は家庭の事情により，
2020 年春から週に数回程度，同地に通うこととなった
（このため，2019 年以前のセミの鳴き声等の記録はな
い）．市街地であるが，瀬戸公園をはじめ浜公園，内浜
公園等の都市公園が複数あり，街路樹も多い．このため，
都市部に多くみられるクマゼミの生息には適した環境で
あると言える．

クマゼミ
神戸市東灘区魚崎南町 , 標高約 2m.

初鳴
2020 年 6 月 9 日，町内の街路樹上で 1個体の鳴き

声を聞いた．例年よりもかなり早い初鳴記録であったた
め，録音を流している可能性も疑ったが，生体は確認で
きなかったものの，声の聞こえてくる場所から本物のセ
ミの声と判断した．
その後しばらく，悪天候と筆者の都合により同地で

の確認ができなかったが，6月 20 日に瀬戸公園のグラ
ウンド周辺で 2個体が鳴いているのを確認した．6月
23日にもほぼ同じ場所で 1個体が鳴いていた．
それを受け，主に東灘区と灘区の南部で調査を行っ

たが，クマゼミの声は聞けなかった．魚崎南町以外での
筆者が聞いた初鳴記録は，1カ月以上遅れて 7月 15 日
に須磨区須磨浦通で聞いたものであった．
兵庫県を中心としたセミの記録に付いては近藤

伸一氏らにより取りまとめられている（近藤・永井，
2019；他）．これによると，例年のクマゼミの初鳴は
6月下旬ごろであり，5月の記録はなく奈良県からの
2016年6月10日の報告が最も早い記録であった（近藤・
永井，2017）．

終鳴
筆者の近年の経験によると，クマゼミの終鳴は神戸

市の市街地では 8月 20 日から 25 日ごろであり，山地
ではそれよりもやや遅れるという印象であった．
2020 年はそれよりもやや遅く，8月 27 日に東灘区
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今回，新たにいただいた情報と，現在までに判明し
ている兵庫県内の記録を報告する．情報をお寄せいただ
いた五十川謙，大塚　昭，奥山清市，清水聡司，森地重
博の各氏にお礼申し上げる

1．新たな記録
（1）2019 年 5月 10 日に宝塚市武庫山で波川光男氏が

採集され，箕面昆虫館の清水聡司氏から標本写真と
記録を送付していただいた（図 1）．宝塚市内では
2例目の記録である．

（2）2020 年 5月 14 日昼過ぎに，西宮市甲山森林公園
内のみくるま池近くで，阿部遥希さん（小３）と阿
部翔太さん（6才）が採集され，伊丹市昆虫館の奥
山清市氏から写真と記録を送付していただいた（図
2）．西宮市内では 2例目の記録である．同公園で
は前年の 8月 27日で羽化不全の成虫が食餌植物で
あるタイサンボクの下で採集されており，今回の個
体は公園内で発生した可能性が高い．

（3）2020 年 5月 29 日に芦屋市前田町の住宅地の中を
低く飛翔しているミカドアゲハを（観察者）氏が撮
影された（図 3）．記録と写真は大塚昭氏から送付
していただいた．

2．兵庫県内のこれまでの記録
1900 年代　四国または和歌山から飛来したものと推定

淡路市 ( 津名町 ) 佐野，1♂，1958．登日邦明採集（文献 2）

淡路市 ( 津名町 ) 志筑明神，2exs，1964．奥野修久採集（文献 2）

ミカドアゲハ兵庫県内の記録 3 例
近藤伸一

最近兵庫県内でミカドアゲハ（Graphium doson 
albidum）の採集目撃情報が相次いでいる．ミカドアゲ
ハは南方系のチョウで，1980 年当時太平洋側の分布
は，四国から紀伊半島海岸沿いに和歌山，三重県にかけ
て点在し土着北限は伊勢市，日本海側は山口県が北限で
あった．その後広島県を経て岡山県まで分布を拡大し，
2000 年代には岡山県の各地で定着が確認されたが，兵
庫県での定着は確認されていない．

図 1　波川光男氏撮影 .

岡本で 1個体，翌 8月 28日には，東灘区魚崎東町の浜
公園で 1個体の鳴き声を聞いた．また同 28日には，東
灘区住吉川公園で 1オスの死骸を目撃，灘区六甲道南
公園では飛翔中の 1個体を目撃したが，いずれも鳴き
声は聞けなかった．それ以降は，樹林の発達した垂水区
苔谷公園で 9月 2日に 2個体の鳴き声を聞いたほかは
クマゼミの記録はなく，市街地では 8月下旬で終鳴と
考えていた．
しかし，9月 23日になって魚崎南町の瀬戸公園内で

1個体の鳴き声を聞いた．しばらくして少し離れた所か
らも鳴き声が聞こえたが，同じ個体かは不明である．そ
れ以降は仕事の都合により 3週間ほど神戸を離れたた
め，9月 23日が実質の終鳴記録となる．
これまでの兵庫県からの終鳴記録としては，10月中

旬の飛び離れた記録は少数ある（近藤，2014；近藤・永井，
2018；2019) が，9月下旬以降の記録は少ないようで
ある．
近藤伸一氏には本種の情報についてご教示頂いた．

ここに厚くお礼申し上げる．

参考・引用文献
近藤伸一 , 2014. みんなで調べよう セミの初鳴き , 鳴
きおさめの日－ 2013 の記録－ . きべりはむし , 
36(1): 4-7.

近藤伸一・永井英司 , 2017. セミの初鳴き , 鳴きおさめ
の日－みんなで調べよう 2016 － . きべりはむし , 
39(2): 1-6.

近藤伸一・永井英司 , 2019. セミの初鳴き , 鳴きおさめ
の日－みんなで調べよう 2018 － . きべりはむし , 
41(2): 6-13.

（Hiroshi YOSHIDA　神戸市）

図 2　採集時の状況 .
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2000 年以降

たつの市新宮町光都，1ex, 23. V. 2008. 清水哲哉撮影（文献 3）

赤穂市上仮屋，2幼虫 , 8. VI. 2014. 広畑政巳採集（文献 3）

宝塚市川面，1♂ , 20. V. 2017. 遠藤知二・浅野リサ採集（文献 6）

加古川市平荘町，1♂ , 5. V. 2018. 岡田善嗣採集（文献 4）

西宮市甲山町兵庫県立甲山森林公園内，1ex, 27. VIII. 2019. 一本

松正道採集（文献 6）

伊丹市昆陽池，１♀ , 1 卵 , 18. V. 2019. 大櫃成章ほか（文献 5）

宝塚市武庫山，1♀ , 10. V. 2019. 波川光男採集

西宮市甲山町兵庫県立甲山森林公園内，1ex, 14. V. 2020. 阿部遥

希・阿部翔太採集

芦屋市前田町，1ex. 29. V. 2020. 匿名氏撮影

神戸市灘区摩耶山，1♂ , 8. VI. 2020. 平野心平採集（文献 7）

○参考文献
(1) 福田晴夫ほか，1982．原色日本蝶類生態図鑑 ( Ⅰ )．
保育社

(2) 広畑政巳・近藤伸一，2007．兵庫県の蝶
(3) 広畑政巳，2016．兵庫県におけるミカドアゲハの記
録．きべりはむし，39(1)：42-43.

(4) 岡田善嗣・近藤伸一，2018．ミカドアゲハを兵庫県
加古川市内で採集．きべりはむし，41(1)：26.

(5) 大櫃成章ほか，2019．兵庫県伊丹市におけるミカド
アゲハ ( チョウ目 , アゲハチョウ科 ) の記録．伊丹
市昆虫館研究報告，8：25-26.

(6) 神吉正雄，2020．阪神間におけるミカドアゲハの記
録 2例．きべりはむし，43(1)：57-58.

(7) 平野心平，2020．神戸市内におけるミカドアゲハの
記録．月刊むし，598：26-27.

（Shinichi KONDO　兵庫県朝来市）

図 3　（観察者）氏　撮影 .

オオツバメエダシャク兵庫県に産す

久後地平
2020 年 6 月 14 日午後 10 時ころ，兵庫県神崎郡市

川町屋形の播但連絡自動車道路サービスエリアで見慣
れない大きなシャクガを見つけて採集した．採集地点
は，サービスエリアの地下道西出入り口付近で，位置情
報は N：35.025188，E：134.765974 である．地下道
の天井に設置された金属板にぶら下がるようにして静止
していた（図）．写真を兵庫県立人と自然の博物館の八
木剛さんに見ていただいたところ，オオツバメエダシャ
ク Amblychia angeronaria Guenée であるとご教示いただ
いた．本種は南方系の蛾であり，本州では奈良県，三重
県，和歌山県において記録があるものの，兵庫県におい
てはこれが初めての発見であると思われる．このサービ
スエリアは落葉広葉樹林の山麓に位置しており，過去に
シンジュキノカワガの目撃情報もある．なお，この標本
は筆者が所蔵している．

（Chihei KUGO　姫路市）

図　静止していたオオツバメエダシャク .

ニセタバコガを兵庫県養父市丹戸で採集

坪田 瑛
ニセタバコガ (Heliocheilus fervens）はヤガ科・タバコ

ガ亜科のガで，その分布は北海道，本州，四国，九州，
対馬，アムールとなっているが，その産出は局所的で一
般に個体数は少なく本県では段ヶ峰，摩耶山，関宮町，
宝塚市などで記録されているのみである（山本，1997）．
筆者は 2020 年 8月 16 日に兵庫県養父市で本種♀１個
体を採集したので報告する．
当日，ライトトラップを行った場所は同市丹戸の標

高約 1,050 ｍの地点である．22 時 50 分頃に一頭の赤
褐色の本種がトラップの下に敷いた白布にいるのを見つ
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た．
図鑑やインターネットで見られる本種の前翅の色調

は暗褐色であるが，今回の採集品は図 1に示している
ように赤褐色であり採集時にはアカフヤガと見間違える
様な色調であった．
本種の画像は図鑑以外では阪本（2018）に展翅写真

が記載されているが生態写真は無い．

○参考文献
井上寛・杉繁郎他，1982．日本産蛾類大図鑑，講談社．
阪本優介，2018．蛾類学会コラム 13．朝霧高原調査報
告書．（http://www.moth.jp/archives/1021）

（Teru TSUBOTA　兵庫県神崎郡市川町）

図 1　ニセタバコガの生態写真 .

図 2　ニセタバコガの展翅写真（表側）.

図 3　ニセタバコガの展翅写真（裏側）.

ハチ北高原における Eudocima 属 2 種の記録

池田 大
筆者は兵庫県香美町のハチ北高原において，南方系

の Eudocima属として知られる 2種を同時に採集してい
るので報告しておく．

1. ヒメアケビコノハ Eudocima phalonia (Linnaeus, 1763)
1 ♂ （図 1），兵庫県美方郡香美町村岡区 ハチ北高原 Alt. 880m，

灯火，1. IX. 2020，筆者採集・保管

県下では鉢伏山の記録が知られている（一ノ本・永瀬，
2000；松尾，2020）．

2. キマエコノハ Eudocima salaminia (Cramer, 1777)
1 ♂ （図 2），採集データは前種と同じ

2004 年に今回と同地であるハチ北高原（岡本，
2010）から記録があるほか，県下では朝来市段ヶ峰（松
尾，2010），養父市鉢伏山（一ノ本・永瀬，2000；松尾，
2020）の記録が知られている．

けた．その時の生態写真が図 1である．採集の際，後
翅に白色ないし淡黄色の丸い紋が見えたのでニセタバコ
ガかもしれないと思いつつ展翅した．図 2および 3は
その展翅標本の表裏の写真であり，紛れもなくニセタバ
コガ♀である．その開張は図3に示す様に30mmであっ

図 1　兵庫県産ヒメアケビコノハ .

図 2　兵庫県産キマエコノハ .

灯火採集は 2020 年 8 月 31 日から翌 9月 1 日にか
けて実施．終始ガスに包まれ，霧雨の降る天候であった．
なお両種を確認したのは共に午前 4時頃であった．こ
れら南方系の種が県北部のブナ帯であるハチ北高原及び
鉢伏山において度々採集されていることは興味深い．
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小野市と明石市でタイワンタケクマバチを確認

柴田 剛
タ イ ワ ン タ ケ ク マ バ チ Xylocopa tranquebarorum 

(Swederus, 1787)は，中国，台湾原産の外来のハチで
2006 年に愛知県と岐阜県で発見され，その後急速に中
部地方を中心に分布を拡大しているといわれている．現
在確認記録として報告されているのは 15府県（埼玉県，
静岡県，石川県，福井県，長野県，愛知県，岐阜県，三
重県，滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，岡山県，
鳥取県）であるが，インターネット上では他に東京都で
の確認情報が見られる．なお，愛知県に侵入したものは，
ミトコンドリアＤＮＡの解析により中国（大陸）由来で
あると推定されている（川添，2019）．
兵庫県内では 2018 年に尼崎市で確認されている（上

森，2018）が，その他の確認記録はないようであり，
このたび小野市と明石市で採集することができたのでこ
こに報告する．また，加古川市在住の高田昌慶氏から
2020 年 8月 14 日に加古川市上荘町国包で採集したと
いう情報を提供いただいた．さらに，愛知県移入種対策
ハンドブックの付属資料編「愛知県の移入動植物ブルー
データブックあいち 2012」に，国内の分布として「2011
年の兵庫県赤穂市と岡山県倉敷市での確認」が大草伸治
氏の私信として掲載されている。この他に，文書による
記録ではないがインターネット上に，三田市で 2020 年
5月 30日に観察したとの情報が見られる．
本種の分布状況等については，愛知県でクマバチの

研究を行っておられる川添和英氏および橿原市昆虫館の
池田 大氏にご教示いただきました．また，高田昌慶氏
からは写真とともに加古川市での確認情報を提供いただ
きました．末筆ながらお礼を申し上げます．

【確認情報】
１. 採集・撮影：小野市黍田町（加古川の土手）（図 1）
確認年月日：2020 年 7月 26日

確認個体：1♀

訪花植物：ミドリハッカ，別名スペアミント（シソ科），ムラ

サキツメクサ（マメ科）

２. 採集：明石市茶園場町（明石川の河川敷）
確認年月日：2020 年 8月 9日

確認個体：1♀

訪花植物：アレチハナガサ（クマツヅラ科）

〇参考文献
愛知県環境部自然環境課，2012．タイワンタケクマバ
チ．愛知県の移入動植物ブルーデータブックあいち
2012，111

浅野隆，2018．タイワンタケクマバチを浜松市三ケ日
町で採集．駿河の昆虫，266：7280–7281

上森教慈，2018．兵庫県尼崎市でタイワンタケクマバ
チを採集．きべりはむし，41(1)：31

川添和英，2019．本州中部に定着した外来種タイワン
タケクマバチの遺伝子解析に基づく原産地の推定，
なごやの生物多様性 6：29-31

小松貴・古川桂子・井坂友一，2012．長野県中部に侵
入したタイワンタケクマバチ．New Entomologist，
61：63-65

高橋秀男，2019．タイワンタケクマバチを埼玉県で採集．
月刊むし，584：46-47

田村昭夫・大生唯統，2018．鳥取市で発見されたタイ
ワンタケクマバチ．ゆらぎあ，36：1-3

冨永修，2020．タケクマバチは、奈良市内に普通にいる．
ならがしわ，211：4

（Takeshi SHIBATA　兵庫県明石市）

○引用文献
一ノ本明英・永瀬幸一，2000．兵庫県・関宮町　鉢伏
高原産蛾類目録．一ノ本明英　パークホテル白樺
館，：1-36

松尾隆人，2010．段ヶ峰における南方系蛾 2 種の記録，
きべりはむし，33 (1)：17

松尾隆人，2020．氷ノ山・鉢伏山の注目すべき蛾類の
記録，きべりはむし，43 (1)：29-35

岡本俊治，2010．ハチ北高原でキマエコノハを採集，
きべりはむし，33 (1)：17

（Hiroshi IKEDA　橿原市昆虫館） 図 1　兵庫県小野市黍田町，2020 年 7月 26日
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2006 年に確認されていた神戸市でのセイヨウオオマル
ハナバチの訪花記録

池田健一
セイヨウオオマルハナバチ Bombus terrestris (Linnaeus, 

1758) はヨーロッパ原産の特定外来生物で，日本へは
1991 年に静岡県農業試験場で試験導入されたのが最初
で，その後，オランダ，ベルギー，イギリス，イスラエ
ルから，女王バチを中心とする家族であるコロニー単位
で本格的に輸入され，全国各地で作物の花粉媒介を行う
園芸資材として利用されてきたものが広がっていた（自
然環境研究センター，2008）．兵庫県下では吉田（2000）
の記録がある．その他の県内の記録は鷲谷 (1997)，保
全生態学研究会（2003），保全生態学研究会（2005），

播磨地域の４市でトモンハナバチを確認

柴田 剛
播磨地域４市の６カ所でトモンハナバチ Anthidium 

septemspinosum Lepeletier, 1841を撮影，採集したので報
告する．全て加古川の河川敷にムラサキツメクサ（マメ
科），ミドリハッカ（シソ科），ツルボ（キジカクシ科）
が群生して咲いているところであった．河川敷でこれら
の花が群生しているところを丹念に探していけば，まだ
多くの地点で確認できるものと思われた．兵庫県での記
録がほとんどないとのことなので，ここに報告する．

【確認情報】
１. 採集・撮影：小野市下大部町（加古川の河川敷）（図 1）
確認年月日：2020 年 7月 22日

訪花植物：ムラサキツメクサ（マメ科），アレチハナガサ（ク

マツヅラ科）

採集：1個体　目撃：2個体

２. 採集・撮影：小野市黍田町（加古川の土手）
確認年月日：2020 年 7月 23日

訪花植物：ミドリハッカ；別名オランダハッカ，スペアミント

（シソ科）

採集：1個体　目撃：5～ 6個体

３. 撮影：小野市黍田町（加古川の土手）（図 2）
確認年月日：2020 年 7月 28日

訪花植物：ミドリハッカ；別名オランダハッカ，スペアミント

（シソ科）

撮影：1個体　目撃：2個体

４. 採集：加東市野村（加古川の河川敷）
確認年月日：2020 年 7月 28日

訪花植物：ムラサキツメクサ（マメ科）

採集：1個体　目撃：2個体

５. 採集：加古川市尾上町養田（加古川の河川敷）
確認年月日：2020 年 8月 3日

訪花植物：ムラサキツメクサ（マメ科）

採集：1個体　目撃：1個体

６. 採集：加古川市上荘町都染（加古川の右岸側河川敷）
確認年月日：2020 年 8月 22日

訪花植物：ツルボ（キジカクシ科）

採集：1個体　目撃：1個体

７. 採集：西脇市大垣内（加古川の河川敷）
確認年月日：2020 年 8月 4日

訪花植物：ムラサキツメクサ（マメ科）

採集：2個体　目撃：2個体

図 1　兵庫県小野市下大部町，2020 年 7月 22日

図 2　兵庫県小野市黍田町，2020 年 7月 28日

〇参考文献
吉田浩史，2019．神戸市内の都市公園でトモンハナバ
チを目撃．きべりはむし，42(2)：61

（Takeshi SHIBATA　兵庫県明石市）
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横山ら（2003），横山ら（2004）にも記載がなく，存
在する可能性はあるが，保全生態学研究会（2005）の
別表を示したウェブページや，本種の目撃・標本記録を
整理した保全生態学研究会のウェブページは現在リンク
切れを起こしており，参照できなかった．
古い記録ではあるが，筆者は 2006 年 5 月 14 日

17 時ごろ，神戸市西区伊川谷町井吹の畑にてタマネギ 
Allium cepa L. に訪花していた本種を撮影していた記録
が残っていたのでここに報告する（図 1）．これは池田
(2020) と同地点である．本種は 2005 年に特定外来生
物に指定されているが（国武・五箇，2006），何らかの
理由で逸脱していた個体の可能性がある．定着は不明で
ある．当時ハウス栽培をしていた地点は筆者は確認し
ていない．タマネギへの訪花記録は鷲谷 (1997)，保全
生態学研究会（2003），保全生態学研究会（2005），横
山ら（2003），横山ら（2004），多田内・村尾（2014）
でも記録がなく，少なくとも国内での文献での記録は少
ないと思われる．
飼育規制の強化や（環境省，2019），逃亡防止のた

めのネット技術が進展している（小出ら，2008）現在
でも確認できるかは不明だが，当時の兵庫県下の文献と
しての記録や訪花記録としては少ない例と思われたので
報告する．

国武陽子・五箇公一，2006．農業用導入昆虫の生態リ
スク管理と将来展望 セイヨウオオマルハナバチの
特定外来生物指定．植物防疫，60(4) : 196-198.

池田健一，2020．神戸市西区におけるアヤモクメキリ
ガ幼虫の記録．きべりはむし，43(1): 60. 

多田内修・村尾竜起，2014．日本産ハナバチ図鑑，
479pp. 文一総合出版．東京．

鷲谷いづみ，1997．セイヨウオオマルハナバチの目撃・
標本採集についての情報 (1997 年 6 月まで )．保全
生態学研究，2(2): 103.

横山潤・ 松村千鶴・ 杉浦直人・ 松本雅道・ 加藤真・ 鈴
木和雄・ 鷲谷いづみ，2003．在来マルハナバチ類
保護のためのセイヨウオオマルハナバチの野生化状
況の評価と駆除方法の開発．プロ・ナトゥーラ・ファ
ンド助成成果報告書，12: 3-10.

横山潤・松村千鶴・中島真紀・杉浦直人・松本雅道・加
藤真・鈴木和雄・鷲谷いづみ，2004．在来マルハ
ナバチ類保護のためのセイヨウオオマルハナバチの
野生化状況の評価と駆除方法の開発 (2)．プロ・ナ
トゥーラ・ファンド助成成果報告書，13: 47-54. 

吉田浩史，2000．セイヨウオオマルハナバチを兵庫県
で確認．Nature Study，46(1): 12.

自然環境研究センター，2008．日本の外来生物 決定版，
479pp. 平凡社．東京．

（Kenichi IKEDA　東京都狛江市）

図 1　神戸市西区伊川谷町井吹，2006 年 5月 14日．

○引用文献
保全生態学研究会，2003．マルハナバチ一斉調査 ( 第

六報 )．保全生態学研究，8(2): 175-180.
保全生態学研究会，2005．マルハナバチ一斉調査 北海

道と栃木県でのセイヨウオオマルハナバチの確認．
保全生態学研究，10(1): 85-87.

環境省，2019 年 12 月 17 日最終更新．セイヨウオオ
マ ル ハ ナ バ チ．https://www.env.go.jp/nature/
intro/2outline/attention/seiyou.html

小出哲哉・山田佳廣・矢部和則・山下文秋，2008．温
室におけるマルハナバチ逃亡防止のためのネット展
張技術．日本応用動物昆虫学会誌，52(1): 19-26. 

神戸市西区にてヨモギにいるクモガタテントウを確認

池田健一
クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata (Say, 

1824) は南部アラスカ，カナダ，アメリカ，北部メキ
シコを自然分布としており（佐々治，1992），日本に
は 1984 年に東京の大井埠頭で記録された外来種であ
る（窪木・和泉，1985）．その後，神奈川県（松原，
1986；高桑・中村，1989），大阪府（齋藤，1991；初宿，
2006；河上，2007），兵庫県（初宿，2000），奈良県（桜
谷・松本，2002），千葉県（山崎，2011），京都府（中
島ら，2006；河上，2007；日髙，2015），愛知県（大
塚，2012；山崎，2016），滋賀県（滋賀県，2019）な
どで記録があり，大阪市立自然史博物館では大阪・近畿
地方を中心とした外来生物調査プロジェクトでの調査種
として扱われている（初宿，2018 最終更新）．日本で
は都市部，平地に棲息し，成虫越冬する（初宿，2005）．
うどんこ病やすす病をおこさせる子嚢菌食性で（初宿，
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2005），日本ではセイタカアワダチソウ寄生のうどんこ
病菌を摂食していることが確認されており（窪木・和泉，
1985；松原，1986；高桑・中村，1989；桜谷・松本 , 
2002；河上，2007；山崎，2011），付着が確認され
た植物としてはエノキの例（初宿 , 2005；釋，2006），
フヨウの例（初宿，2005），ケヤキの例（日髙，2015）
も知られる．
兵庫県内では，1998 年に西宮市，1999 年に芦屋市

と尼崎市（初宿，2000），2014 年に神戸市中央区神戸
空港島（吉田，2015），2007-2015 年に伊丹市から記
録があるが（長島，2017），大阪府と比較すると報告が
少ない．吉田 (2015) では「少なくとも兵庫県南東部に
は広く分布する可能性がある」とされている．
筆者は 2006 年 11 月 3 日 9 時頃に兵庫県神戸市西

区井吹台西町 2丁目で本種を撮影したのでここに報告
する（図 1）．撮影地付近は住宅地である．車道沿いの
植樹帯に生えたヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii 
(Nakai) の葉下面上に静止していた．ヨモギの葉上の様
子からうどんこ病に感染しているものと思われる．なお，
ヨモギに寄生するうどんこ病菌としては Golovinomyces 
ambrosiae (Schwein) が知られている（高松，2012）．
今回の報告は兵庫県内では最も西で，分布拡大の間を

埋める記録となると思われる．また，観察された植物も少
なくとも国内では既報告と異なるものであると思われる．

中島智子・水谷文恵・白岩秀昭・田辺隆志，2006．研
究所構内の昆虫リスト（2004 年 10 月から 2005
年 12 月）．京都府保健環境研究所年報，51: 55-61.

大塚篤，2012．名古屋市内のクモガタテントウ．佳香蝶，
64(252): 84.

齋藤琢巳，1991．大阪府下におけるクモガタテントウ
の記録．月刊むし，(249): 39．

桜谷保之・松本宣仁，2002．近畿大学奈良キャンパ
スにおけるテントウムシ相．近畿大学農学部紀要，
35 : 1-11.

佐々治寛之，1992．日本から最近新しく追加されたテ
ントウムシ類．甲虫ニュース，100: 10-13.

滋賀県，2019．滋賀県外来種リスト 2019. https://
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図 1　ヨモギ葉上のクモガタテントウ．
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兵庫県佐用町におけるセスジダルマガムシ属 2 種の記録

渡辺黎也・大庭伸也
セスジダルマガムシ属 Ochthebius（ダルマガムシ科

Hydraenidae）は河川の水面から露出した岩の水際や海
岸の岩礁上に生息する小型の水生甲虫であり，我が国か
らは 15種が知られている（中島ほか，2020）．兵庫県
においてはセスジダルマガムシ Ochthebius inermis，ホ
ンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus，ハセ
ガワダルマガムシ Ochthebius hasegawai，ナカネダルマ
ガムシ Ochthebius nakanei，ニッポンセスジダルマガム
シ Ochthebius nipponicusの計 5種が記録されている（森，
2017；下野，2020）．このうち，ホンシュウセスジダ
ルマガムシは宍粟市，神河町，上郡町，姫路市，三田市，
神戸市，西宮市，佐用町秋里川と多くの地点で記録され
ている一方，ハセガワダルマガムシの記録は宍粟市に限
られている（森，2017）．筆者らは両種を佐用町におい
て採集したため，本県における追加記録としてここに報
告する．種同定には，吉富ほか（2000）及び吉富・林
（2019）を参考にした．

1. ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus 
Jäch, 1998（図 1a）
3 exs. + 多数目撃 , 兵庫県佐用町大日山川 , 27 .VI. 2020;

2 exs., 兵庫県佐用町秋里川 , 28. VI. 2020.

2. ハセガワダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane & 
Matsui, 1986（図 1b）
2 exs. + 多数目撃 , 兵庫県佐用町大日山川 , 27. VI. 2020.

両種の採集地は林内を流れるやや暗い渓流であり，
水面から露出した岩の水際や岩上の湿った苔の中から得
られた（図 1c, d）．大日山川では両種ともに個体数が多
く，多くの岩の表面で複数個体が確認された一方，秋
里川では 1つの岩からホンシュウセスジダルマガムシ 2
個体が得られたのみであった．両河川ともに底質は礫や
砂利であったが，秋里川の底質上には薄く泥が堆積して
おり，大日山川の方が水質は良好な印象であった．

図 1　(a) ホンシュウセスジダルマガムシ；(b) ハセガワダルマガムシおよびそれらの生息環境；(c) 大日山川；(d) 秋里川．
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兵庫県におけるヨツモンカメノコハムシの記録

篠原 忠・長島聖大
ヨ ツ モ ン カ メ ノ コ ハ ム シ Laccoptera nepalensis 

Boheman（図 1）はハムシ科カメノコハムシ亜科に属す
る植食性昆虫である．本種はノアサガオ Ipomoea indica

やサツマイモ Ipomoea batatasなどのヒルガオ科を寄主
植物とし（木元・滝沢，1994；滝沢，2014），サツマ
イモの葉を食害する害虫として注目されている（たとえ
ば，竹内ほか，2012）．国内では従来沖縄本島以南で確
認されていた（木元・滝沢，1994；重藤ほか，2020）が，
その後次第に分布を拡大し，近畿地方では三重県（稲畑・
渡辺，2017），和歌山県（重藤・嶋本，2018），大阪府
（重藤ほか，2020）で記録されている．
筆者らはこれまで記録のなかった兵庫県において，

伊丹市と西宮市で本種を確認しているので報告する．伊
丹市では昆陽池に繁茂したノアサガオで多数の発生を確
認した．西宮市では上ヶ原五番町のノアサガオおよび
上ヶ原六番町のマメアサガオ Ipomoea lacunosaで確認し
た．上ヶ原六番町では同所的に他のヒルガオ科植物も見
られ，マメアサガオ以外でも発生している可能性がある．
伊丹市と西宮市のいずれにおいても，幼虫・成虫ともに
確認された．
以下に，兵庫県における本種の採集データを記す．

昆陽池では個体数が多くすべてを採集できなかったため，
標本として保管しているものについて記録する．

[ 採集記録 ]
伊丹市 : 3 exs., 3-VI-2020, 昆陽池 ; 5 exs., 7-VI-2020, 同地 ; 5 

exs., 11-VII-2020, 同地 ; 5 exs., 23-VII-2020, 同地 ; 5 exs., 9-VIII-

2020, 同地 ; 10 exs., 8-IX-2020, 同地 , いずれも長島聖大採集 .

西宮市 : 1 ex., 4-IX-2020, 上ヶ原五番町 , 篠原忠採集 ; 4 exs., 

4-IX-2020, 同地 , 篠原弘採集 ; 1 ex.（幼虫）, 8-IX-2020, 同地 , 

篠原忠採集; 1 ex.（幼虫）, 4-IX-2020, 上ヶ原六番町 篠原忠採集; 

3 exs.（うち 2 exs. 幼虫）, 8-IX-2020, 同地 , 篠原忠採集 .

本報告を行うにあたり，西宮市における寄主植物の同
定でお世話になった山城考准教授（徳島大学），文献につ
いてご教示いただいた末長晴輝氏および採集に協力して
いただいた第一著者の父の篠原弘に厚く御礼申し上げる．
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図 1　ヨツモンカメノコハムシ．
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2 年連続で秋にウリハムシ成虫が月下美人に集合・食害
し越冬に成功した

竹田真木生
基本的にはウリ科 Cucurbitaceae を食し，そのため

ウリ科の重要害虫となっているウリハムシ Cucurbit leaf 
beetle，Aulacophora femoralis成虫が 2018 および 2019
両年，兵庫県佐用郡佐用町上石井の旧石井保育園跡（現
昆虫資源研究所 /クリケット・ファーム）の月下美人で
越冬したので報告する．
ウリハムシは時々白菜やほうれん草も食害すること

はあるが，メキシコの熱帯雨林に起源を持つサボテン科
クジャクサボテン属の常緑の多肉植物である月下美人
Epiphyllum oxypetalum，（英名 : Dutchmans pipe cactus, 
A Queen of the Night）に集合し越冬するという報告は
今までにない．月下美人は越冬能力が低く，冬季の野外
気温に耐えられないと考えられるが，12月になって植
物を室内に移した後もハムシは葉に滞在し細々と摂食を
続け，春になって植物を野外に移した後，産卵に飛び立っ
た．同じように，室内と室外を移動して管理されたモン
ステラ等の観葉植物には加害が見られなかったことから，
ウリハムシは月下美人に誘引され，サボテンは餌植物と
して利用されたのだと考えられる．ウリハムシは成虫越
冬するとみなされているが，室内に運ばれた月下美人に
は著しい食痕が残された．幼虫は夏の間，根を食害する
が，冬季にはウリ科植物は根も存在しないから絶食を続
けるのであろう．飛来の時期であるが，今年は１０月末
日現在でまだ飛来はない．

図 1　月下美人に集合したウリハムシ．

図 2　月下美人の葉に残された食痕．

（Makio TAKEDA　ムシの恵み社，ピノキオ幼稚園 [ 熊谷市 ]，

早稲田大学）

ウスバカマキリの京都府からの初記録

島田直人
ウスバカマキリ Mantis religiosa (Linnaeus, 1758) は全

北区に広く分布している (Ghahari & Nasser, 2014)．ま
た，J.H. ファーブルが本種を昆虫記に登場させているこ
とでも知られている．日本において，本種は本州から南
西諸島にかけて分布している．しかし，京都府からはこ
れまで記録がなく（中峰，2017），京都府のレッドリス
トでは本種を要注目種に指定している（京都府，2015）．
2020 年 9月 27 日，筆者は京都府南部地域の草地で

ウスバカマキリのメスを 1個体発見した（図 1）．基節
の黒色紋から，本種と同定した．日本における本種の生
息地は河川敷等の草原とされているが，生息地は限られ
ている（日本直翅類学会，2016）．今回の調査では，1
個体のみの観察であり，周辺において他個体を発見で
きなかった．この地域において，本種は低密度で生息し
ている可能性が高い．近隣の大阪府や兵庫県のレッドリ
ストでは , 本種を環境省の絶滅危惧Ⅰ類相当としている
（兵庫県，2012；大阪府，2014）．従って，京都府にお
いても本種は絶滅の危機に瀕している可能性があり，詳
細な場所については記さない．
末筆ながら本稿を校正していただいた杉浦真治博士

（神戸大学）にお礼申し上げます．

図 1　ウスバカマキリ，1♀，全長 55.62mm．2020 年 9月 27 日．
クズの葉上に移動させ撮影．
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都府環境部自然環境保全課．(http://www.pref.
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学研プラス．

中峰空，2017．本州・四国・九州のカマキリ図
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（Naoto SHIMADA　神戸大学農学研究科）

姫路市北部にて採集したルリボシヤンマの記録

石田哲載・石田眞載
2020 年 8月 10 日，姫路市安富町関にて，ルリボシ

ヤンマ Aeshna juncea juncea (Linnaeus, 1758)　１♂を採
集したので報告する．
採集場所は，鹿ヶ壺グリーンステーション北側の防

火用水の水槽で，おそらく探雌のため飛来し，水浴びを
しながら先に専有していたオオシオカラトンボと縄張り
を争っている所を採集した（図１）．

同地域での採集例は，1984 年の姫路昆虫同好会会報
「てんとうむし」No.9　西播磨の蜻蛉 ( Ⅲ ) ヤンマ科（相
坂耕作）ルリボシヤンマの項にて，「宍粟郡安富町鹿ヶ
壷 lcn ll-X-1977col・尾崎勇」と報告されている事，また，
東 輝弥氏の私信では書写山園教寺境内の小さい溜池か
ら羽化した物を採集した，とあるが，3０年以上前の記
録である点，また 2006 年の市町村合併後の姫路市での
希有な採集記録として新たに報告する事とした．
また，本種は本来高標高域にある湿地の住人であり，

近畿地方を含む西日本では稀種に属すること，兵庫県
レッドデータブックでは Cランク，（環境省レッドデー

タブックの準絶滅危惧に相当）兵庫県内において存続基
盤が脆弱な種として知られており，今後の個体数の増減
に関しては注視が必要である．
最後に兵庫県，及び姫路市での採集記録についてご

教示くださり，本稿の投稿を勧めて頂いた東 輝弥氏に
深謝申し上げます．

〇参考文献
神戸のトンボ：兵庫県とその近隣のトンボたち　ルリボ
シヤンマ

http://www.odonata.jp/01live/Aeshnidae/Aeshna/
juncea_juncea/index.html

てんとうむし　No.9　西播磨の蜻蛉 ( Ⅲ ) ヤンマ科　相
坂耕作

（Makoto ISHIDA　姫路市立城北小学校５年）

（Akikoto ISHIDA　NPO 法人こどもとむしの会）

図 1　ルリボシヤンマ，１♂，2020 年 8月 10日．
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［書評］『寄生バチと狩りバチの不思議な世界』（前藤　
薫　編著）　一色出版　2500 円　323pp

竹田真木生
この地球上には，バイオマス，種数の 2つの指標で，

圧倒的な成功を遂げている生物がいる．それが昆虫であ
る．地球はしばしば「水の惑星」と形容されるが，昆虫
の成功の故に「虫の惑星」とも言われる．翅をもたなかっ
たり，口が突出していなかったり，大顎が 1本のヒン
ジで頭部からぶら下がっている仲間を無翅亜綱として加
えて，実に様々な形態と，行動や生活様式を異にする仲
間がいる．
有翅亜綱とよばれる，進化した仲間においても，蛹

の形成の有無で 2つのグループがあり，両者はかなり
ユニークな生き方をしている．今回の，主役の膜翅目昆
虫は，不完全変態の仲間からは勿論，他の変態する仲間
からもかなり違った生き方をしている．その典型が社会
性で，特にミツバチと多くのアリの仲間がそのチャンピ
オンであるが，社会性はすべての膜翅目に見られるわけ
ではない．ハバチやキバチの属する広腰亜目は，その名
のように典型的には腰の狭い，いわゆる普通の蜂らしく
もないが，社会性の形成に重要な haplodiploidy が彼ら
とともにもたらされた．ここから，長い道を歩いて社会
性の一つの最高段階が到達されたが，この過程に有剣類
とくに単独性狩りバチの進化が果たした役割が，美しく
も明確に，わが日本のファーブル岩田久二雄によって書
かれている．大部の「本能の進化」ももちろん重要なの
だけれど，子供向けで毎日出版賞を受けた「ハチの生活」
という本が素晴らしい．これらの狩りバチの進化を理
解するときには，巣の創設というのが困難で，この問題
をどうクリアするかというのが進化の一つの解決なのだ
という主張がやさしく明確に示されている．岩田の影響
下に坂上昭一の「ミツバチの来た道」の金字塔があるし，
伊藤嘉昭の「比較生態学」もある．伊藤はD・ラックに
よる鳥のクラッチサイズの進化のデータに基き，マッ
カーサーとウィルソンが定式化する前に r-K 戦略の基礎
的な考え方を展開していたが，もう一つこれまたウィル
ソンとヘルドブラーによる社会生物学の展開に先立ち，
岩田による解明を社会生物学につなげようとしていた．
これを書いたのは 28歳，メーデー事件の裁判中で，き
わめて早熟な人であることが分かる．
今回出版された上記の本は，有剣類で社会性以前の

段階にある，割合広い範囲の蜂どもの生物学の水先案内
のガイドとして編纂された．膜翅目はすこぶる興味のあ
る材料であることについては全く異論はないが，あまり
多様なものたちが含まれるという点で，一般的な虫屋の
立場からは敬遠される向きもある．また同じ理由で，そ
れぞれ少数の仲間を扱うだけで手いっぱいになってしま

うという側面があり，これもまた俯瞰的にこの仲間を理
解する障害になっていただろう．その意味では，この企
画はタイムリーであり，大事な貢献であるといえる．こ
れを手引きに，初進の若いサイエンティストが育ってく
ればいいと願う．私たちの時は，もう「新昆虫」は発行
されておらず，保育社の図鑑を左手に，京浜昆虫同好会
が出した黄色い背表紙の 2巻本を右手に握って使って
いた．それから，アンリ・ファーブルと岩田の本が灯台
のような働きをした．その時代から，世の中は進んだも
ので，この本の一つの特徴は，オン・ラインで動画を含
めた豊富な資料が与えられていることを特筆しておく必
要があろう．やや残念なのは，その代りでか，写真の切
れ味が今一つのところがあるが，価格を抑えるためには
やむをえなかったのかもしれない．
簡単に内容を振り返っておこう．全体は 14章に分か

れ，エピローグがついている．初めにハチの誕生と進
化（前藤薫）が書かれてある．大顎と産卵管の役割に焦
点が当てられてある．ハバチから有剣類が出来た過程に
は産卵管と付属線の大きな変化が見られた．寄生生活に
必須の毒針が形成された．捕食生活には，大顎の変化も
重要なステップである．腰の括れは毒を獲物に打ち込む
ため，泥の巣を形成するために，あるいは他のハバチの
ような蜂には不可能な機能を付与することができた．植
物食から肉食への変化は栄養効率から考えると大きな飛
躍である．花蜂は逆転はしているが，花粉・蜜食でも社
会性の力によって，肉食の優位を凌駕することができた．
こうして，あざなえる綱のごとく新しい可能性が加えら
れていったのだ．このプロセスの中間段階というかデッ
ドエンドとして様々な生活と行動の” 化石 “が残されて
いて，これを再構築することで膜翅目の全体的な進化が
辿れるというわけである．ただ，スコープが違うといわ
れるかもしれないが，もう少し岩田や伊藤の（古い？）
業績を紹介し，その前段階の進化過程を，これにつなぐ
理解が導かれるように書かれたら，主題がはっきりし，
流れもよかったのかもしれないと思う．紙面の都合も勿
論あるが．
しかし，化石の再構築もさることながら，袋小路に

入った蜂たちの特異な生活にも目を見張る．2章から続
く，いろいろな蜂の生活も興味深い．奇妙なゴール形成
をするのは Cecidomyiidae という双翅目タマバエがよく
知られているが，クリタマバチなどの膜翅目も経済効果
が大きかった．これが 3章で取り上げられている．そ
れから，キノコ食をするハエに寄生する蜂（第 9およ
び 10章），寄生性と捕食性のクモ狩りバチが 5章と 13
章に取り上げられている．さらに変わったところでは
アリとトビケラを狩るものがある（4章），性の決定機
構の進化と微生物によるその操作（7章）そして，岩淵
喜久男さんはキク（ヲ）キンウワバなどに寄生し多胚
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polyembryony（桑実胚胞がばらばらになって個体になっ
ていく）というゾンビのような生殖様式で人口調節のた
めの殺し屋あるいは間引き屋（著者は兵隊といっている
が，敵と戦うのではないから兵隊の言葉は適当か？）を
うむ異形の蜂たちについて記載している．同腹の妹たち
を屠るのだ（8章）．寄生生活というのは寄主の免疫系
を克服しなければならない．ヒメバチ Ichneumonidae
とコマユバチ Braconidae の仲間は，テラトサイトとい
う decoy と，多くのサイズからなる DNAを寄主に射ち，
それがまた蜂に戻ってくるという奇妙な polydna virus
を使う．このウィルスは出入りにトランスポゾンのよう
な構造を使う．さらに寄主は，大型の侵入物（蜂の卵な
ど）に対してメラニン化による包囲戦略をとる．蜂はこ
のフェノール物質の酸化作用に対抗しなければならない．
蜂と寄主の激しい攻防の後に勝者が決まる（ハチが寄主
を武装解除する）．この辺のやり取りが 6章に述べられ
ている．ウンカに寄生するカマバチの仲間は奇妙な形の
産卵管をしてウンカに取り付きウンカに運ばれる．捕食
や寄生の適応の妙が示される（11章）．そして，竹筒の
生物学は岩田が駆使したように，巣と社会性への考察に
極めて重要な方法で，なんといっても手軽だ．12 章が
この方法の記載である．いずれにせよ膜翅目昆虫のきら
めく適応放散の様子が伺われて楽しい読書であった．昆
虫学の喜びが伝わってくる．
初学の人々に，前述のように，京浜昆虫同好会の 2

冊が果たしたように方法論と哲学を示しておくことはと
ても重要だ．渡辺・前藤によって，その辺のまとめが入っ
ているのは適切といえよう．最後に若手に注文を付ける
なら，社会性の進化については血縁のトレースが重要で
あるのは，つとに岩田や伊藤の指摘するところであった．
この追跡にはマイクロサテライト系の開発が重要に違い
ない．この辺の展開がやや遅れているように見える．シー
クエンス解析は short read であれば今や数万円ででき
るそうだ．コロナにめげないで果敢に挑戦してください．
余計な最後っ屁でドロンです．

（Makio TAKEDA　ムシの恵み社，ピノキオ幼稚園 [ 熊谷市 ]，

早稲田大学）
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